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	機能：E2依存性E3ユビキチンタンパク質リガーゼ活性を有する。,経路：タンパク質修飾；タンパク質ユビキチン化。,類似性：1つのRING型ジンクフィンガーを含む。,細胞内局在：小胞体およびゴルジ体の細胞質側に局在する。シナプスのシナプス後肥厚部領域で発現する。,サブユニット：ユビキチン結合酵素（E2）に結合します。in vitroでは、ユビキチン結合酵素UBE2D2と相互作用します。,機能：E2依存性E3ユビキチンタンパク質リガーゼ活性を有する。,経路：タンパク質修飾；タンパク質ユビキチン化。,類似性：1つのRING型ジンクフィンガーを含む。,細胞内局在：小胞体およびゴルジ体の細胞質側に局在する。シナプス後膜肥厚部領域に発現する。,サブユニット：ユビキチン結合酵素（E2）に結合する。in vitroでは、ユビキチン結合酵素UBE2D2と相互作用する。,
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	PJA2抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
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